
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

神奈川県大和・高座地域循環型社会形成推進地域計画（第４期）

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

高座清掃施設組合（昭和３８年１２月２８日設立）

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和7年11月27日

大和市、海老名市、座間市、綾瀬市、高座清掃施設組合

93.39

598,426

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

海老名市、座間市、綾瀬市

令和8年4月1日

令和13年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定
の場合

大和市　令和１３年度予定　③独自処理（独自処理方法は環境省に確認済み）
海老名市　令和１２年度予定　②環境省の認定（プラ法33条のルート）
座間市　令和１１年度予定　⑤その他（未定）
綾瀬市　令和１２年度予定
　　　　①日本容器包装リサイクル協会への委託（プラ法32条のルート）

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済
の場合

本地域では、これまで独立していた大和市と高座清掃施設組合の 2 箇所の焼却処理施
設を、「1 ブロック2 システム」ととらえ、災害時やそれぞれのシステムのバック
アップとして、相互にごみの受入れを行うことで、施設運転の効率化を図っている。

神奈川県循環型社会づくり計画

－

－

地域内全域

詳細は下記に記載

④市町村・品目により異なる（詳細は下記に記載）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

大和市（大和市災害廃棄物処理計画）、海老名市（海老名市災害
廃棄物処理計画）、座間市（座間市災害廃棄物処理計画）綾瀬市
（綾瀬市災害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

②一部の構成市町村で導入済

座間市、綾瀬市

生活系ごみ有料化及び戸別収集に関する情報収集及び分析等を行
い、今後も導入に向けての研究・検討を行っていく。

有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和13年度 現状比

598,426 599,751 0.2%

33,378 20,861 -37.5%

120,070 114,970 -4.2%

391 331 -15.3%

　その他排出量（トン） 246 323 31.3%

　⑤総排出量（トン） 153,694 136,154 -11.4%

702 620 -11.7%

　再生利用量 44,169 50,576 14.5%

29% 37%

　最終処分量 1,149 772 -32.8%

1% 1%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 48,224 41,827

　年間の熱利用量（GJ） 415,023 525,529

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単
位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

153,694 t
リサイクル率

28.7%

処理残さ量

19,802 t
排出量 計画処理 12.9%

153,448 t

100.0% 減量化量

108,376 t
自家処理量 70.6% 最終処分量

1,149 t

0.7%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和13年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

136,154 t
リサイクル率

37.1%

処理残さ量

23,845 t
排出量 計画処理 17.6%

135,831 t

100.0% 減量化量

85,713 t
自家処理量 63.1% 最終処分量

0 t 772 t

0.6%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

50,576 t

0 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

23,073 t27,180 t

25,270 t

246 t 44,169 t

153,448 t
128,178 t 1,149 t

323 t

0 t

直接資源化量

135,831 t
772 t

17.0%

0.6%

20.0%

80.0%

108,651 t

0 t

0.0%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

18,653 t

12.2%

83.5%

16.5%

0.7%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和5年度 令和13年度 現状比

15,829 14,022 -11.4%

48,542 46,051 -5.1%

0 0 0

64,371 60,073 -6.7%

16,147 15,327 -5.1%

25% 26%

590 590 0.0%

1% 1%

現状

令和5年度 令和13年度 現状比

8,352 3,217 -61.5%

27,091 27,659 2.1%

0 0 0

35,443 30,876 -12.9%

11,568 13,667 18.1%

33% 44%

218 77 -64.7%

1% 0%

現状

令和5年度 令和13年度 現状比

5,361 1,896 -64.6%

26,383 25,080 -4.9%

246 322 30.9%

31,990 27,298 -14.7%

10,004 12,624 26.2%

31% 46%

201 66 -67.2%

1% 0%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

大和市

海老名市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

座間市

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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現状

令和5年度 令和13年度 現状比

3,836 1,726 -55.0%

18,054 16,180 -10.4%

0 1 0

21,890 17,907 -18.2%

6,450 8,958 38.9%

29% 50%

140 39 -72.1%

1% 0%

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

綾瀬市

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系ごみは、各市の許可業者により収集・運搬（大和市では自己搬入も認めている）さ
れ、大和市においては「大和市環境管理センターごみ焼却処理施設・粗大ごみ処理施設」で、
高座地域においては「高座クリーンセンターじん芥処理施設」で処理している。
　なお、大和・高座地域では事業系の「不燃ごみ」については処理を行っておらず、各事業者
が民間委託により処理することとしている。
　今後も、現在の処理体制を継続していく。

上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、
表４のとおり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
（ア）大和市
　大和市では、収集した可燃ごみは、「大和市環境管理センターごみ焼却処理施設」において焼却処理している。
処理後の焼却残さは、路盤材の原料として資源化しているが、緊急時等のリスク回避のため一部民間処分場で埋立
処分している。なお、焼却時に発生する熱は回収し、蒸気を場内及び隣接するプールへ供給しているほか、発電を
行い、場内及び隣接する温水プール・公園・野球場へ供給し、余剰電力は売電している。
　資源物は、委託業者が回収し、必要に応じて資源選別所において再分別等を実施した後、リサイクル事業者等に
引き渡し資源化している。また、その他プラスチック製容器包装は、容器包装リサイクル法で定められた指定法人
により再商品化している。
　不燃ごみ、粗大ごみは、収集後、「大和市環境管理センター粗大ごみ処理施設」において選別・破砕処理し、資
源物、処理困難物、残さに選別している。選別した資源物は、リサイクル事業者等に持ち込み資源化し、処理困難
物は専門業者に委託処理し、残さは「可燃ごみ」と同様に「大和市環境管理センターごみ焼却処理施設」において
焼却処理している。
　今後は、焼却残さの全量資源化を推進するとともに、設備の老朽化等を勘案し、適切な施設の整備を図ってい
く。
（イ）高座地域
　高座地域では、可燃ごみは、焼却処理し、処理後の焼却残さの100%を委託処理し路盤材等の資源化を行ってお
り、今後は「高座クリーンセンター・（仮称）剪定枝リサイクルセンター」により、可燃ごみの減量化を推進す
る。
　資源物は、収集後、各市の資源化施設等に搬入し、選別・保管等を行っている。選別した資源物は、リサイクル
事業者等に搬入し、資源化している。また、資源化に適さないものは、高座クリーンセンターにて、破砕処理して
いる。
　不燃ごみについて、海老名市・座間市では収集後、市の資源化施設に搬入し、混入した資源物などを選別した
後、高座クリーンセンターに持ち込み破砕処理している。また、綾瀬市では市内委託業者が収集後、委託業者の資
源化施設に搬入し、混入した資源物などを選別した後、高座クリーンセンターに持ち込み破砕処理している。な
お、破砕処理後、選別し、破砕可燃物及び破砕残渣は焼却処理、資源物はリサイクル事業者等に持ち込み資源化し
ている。
粗大ごみは、収集後、再生使用が不可能なものを、高座クリーンセンターにおいて破砕処理している。
　今後は、現在の処理体制を継続しつつ、焼却残さの広域的な資源化を実施し、直接最終処分量ゼロを継続してい
く。また、更新したじん芥処理施設やマテリアルリサイクル施設の効率的な運用により、エネルギー回収、資源回
収を推進していく。
（３）大和・高座地域
　本地域では、大和市と高座清掃施設組合のそれぞれに処理施設をもつ現在の処理体制を継続していくものとす
る。なお、施設運転の効率化を図るため、ごみの相互受け入れを行うなどの処理体制の構築を図っていく。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

本地域では、産業廃棄物の処理を行っていない。
また、今後も産業廃棄物処理を行わない。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表２　大和・高座地域各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

大和市 海老名市 座間市 綾瀬市

分別区分 処理方法
処理施設

等
分別区分 処理方法

処理施設
等

分別区分 処理方法
処理施設

等
分別区分 処理方法

処理施設
等

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等

燃やせるご
み

焼

却

・

熱

回

収

発

電

・

リ

サ

イ

ク

ル

・

埋

立

大和市環境
管理セン
ターごみ焼
却場

燃やせるご
み

焼

却

高座クリー
ンセンター
じん芥処理
施設

燃やすごみ
焼

却

高座クリー
ンセンター
じん芥処理
施設

可燃ごみ
焼

却

高座クリー
ンセンター
じん芥処理
施設

一次処理 二次処理 一次処理 二次処理 一次処理 二次処理 一次処理 二次処理

燃やせない
ごみ

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

大和市環境
管理セン
ター粗大ご
み処理施設

燃やせない
ごみ

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

高座クリー
ンセンター
マテリアル
リサイクル
施設

燃えないご
み

破

砕

・

選

別

高座クリー
ンセンター
マテリアル
リサイクル
施設・資源
リサイクル
センター

無価物

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

高座クリー
ンセンター
マテリアル
リサイクル
施設

燃やせるご
み

大和市環境管理
センターごみ焼
却場

委託（セメント
化、焙焼、溶
融）

燃やせるご
み

高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設

【焼却灰】
委託（人工砂
化、スラグ化）

燃やすごみ
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設

【焼却灰】
委託（人工砂
化、スラグ化）

可燃ごみ
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設

【焼却灰】
委託（人工砂
化、スラグ化）

粗大ごみ

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

大和市環境
管理セン
ター粗大ご
み処理施設

粗大ごみ

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

高座クリー
ンセンター
マテリアル
リサイクル
施設

粗大ごみ

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

高座クリー
ンセンター
マテリアル
リサイクル
施設・生き
がいセン
ター

粗大ごみ

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

高座クリー
ンセンター
マテリアル
リサイクル
施設

燃やせない
ごみ

大和市環境管理
センター粗大ご
み処理施設

【アルミ・鉄・
カレット等・製
品プラスチッ
ク】売却、リサ
イクル
【残さ類】
大和市環境管理
センターごみ焼
却施設（発電）

燃やせない
ごみ

高座クリーンセ
ンターマテリア
ルリサイクル施
設

【資源物】売
却、リサイクル
【焼却残さ】
委託（人工砂
化、スラグ化）

燃えないご
み

高座クリーンセ
ンターマテリア
ルリサイクル施
設・資源リサイ
クルセンター

【資源物】売
却、リサイクル
【焼却残さ】
委託（人工砂
化、スラグ化）

無価物

高座クリーンセ
ンターマテリア
ルリサイクル施
設

【資源物】売
却、リサイクル
【焼却残さ】
委託（人工砂
化、スラグ化）

紙類

売

却

・

保

管

大和市柳橋
エコセン
ター

紙類 民間施設 紙類 紙類 粗大ごみ
大和市環境管理
センター粗大ご
み処理施設

【アルミ・鉄・
カレット等・製
品プラスチッ
ク】売却、リサ
イクル
【残さ類】
大和市環境管理
センターごみ焼
却施設（発電）

粗大ごみ

高座クリーンセ
ンターマテリア
ルリサイクル施
設

【資源物】
売却
【破砕残渣】
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設（発電）

粗大ごみ

高座クリーンセ
ンターマテリア
ルリサイクル施
設・生きがいセ
ンター

【資源物】
売却
【破砕残渣】
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設（発電）

粗大ごみ

高座クリーンセ
ンターマテリア
ルリサイクル施
設

【資源物】
売却
【破砕残渣】
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設（発電）

布類

売

却

・

保

管
大和市資源
選別所

布類 民間施設 布類 布類 紙類

売

却

・

保

管
大和市柳橋エコ
センター

売却 紙類 紙類 紙類

ペットボト
ル

選

別

・

圧

縮

梱

包 大和市資源
選別所

缶類 缶類 缶類 布類

売

却

・

保

管
大和市資源選別
所

布類 布類 布類

アルミ

選

別

・

圧

縮
大和市資源
選別所

ペットボト
ル

ペットボト
ル

ペットボト
ル

ペットボト
ル

選

別

・

圧

縮

梱

包 大和市資源選別
所

缶類 缶類 缶類

スチール

選

別

・

圧

縮
大和市資源
選別所

びん類
びん・ガラ
ス類

びん類 アルミ

選

別

・

圧

縮
大和市資源選別
所

ペットボト
ル

ペットボト
ル

ペットボト
ル

使用済み小
型家電

選

別

・

保

管

大和市環境
管理セン
ター

容器包装プ
ラスチック

容器包装プ
ラスチック

小型家電・
金属類

スチール

選

別

・

圧

縮
大和市資源選別
所

びん類
びん・ガラ
ス類

びん類

空きびん類
選

別
大和市資源
選別所

その他プラ
スチック

廃食用油
プラスチッ
ク

使用済み小
型家電

選

別

・

保

管
大和市環境管理
センター

容器包装プ
ラスチック

指定法人（リサ
イクル）

容器包装プ
ラスチック

小型家電・
金属類

白色トレイ
保

管
大和市資源
選別所

使用済み食
用油

使用済み
小型電子
機器

木製家具類 空きびん類
選

別
大和市資源選別
所

その他プラ
スチック

委託（ＲＰＦ
化）

製品プラ
スチック

指定法人（リサ
イクル）

その他プラ
スチック容
器包装

選

別

・

圧

縮

梱

包

民間資源化
施設・大和
市環境管理
センター

小型電気製
品

金属類 布団
その他プラ
スチック容
器包装

選

別

・

圧

縮

梱

包
民間資源化施
設・大和市環境
管理センター

指定法人（リサ
イクル）

使用済み食
用油

委託（インク原
料）

廃食用油
売却（インク・
飼料化）

リチウム蓄
電池等

リ

サ

イ

ク

ル

一般社団法
人JBRCへ搬
出（リサイ
クル）

剪定枝
民間資源化
施設

剪定枝 羽毛布団
リチウム蓄

電池等

選

別
大和市環境管理
センター

一般社団法人
JBRCへ搬出（リ
サイクル）

小型電気製
品

委託（リサイク
ル）

使用済み小
型電子機器

委託（原材料
化）

木製家具類

廃食用油

異

物

除

去

・

保

管

大和市資源
選別所

蛍光灯 廃木材
使用済み食
用油

廃食用油

異

物

除

去

・

保

管

大和市資源選別
所

売却、リサイク
ル

剪定枝 民間資源化施設
ＲＰＦ化、堆肥
化

金属類
売却（原材料
化）

布団

剪定枝

焼

却

・

熱

回

収
→

発

電

・

リ

サ

イ

ク

ル

・

埋

立

大和市環境
管理セン
ター

水銀灯 蛍光灯 剪定枝 剪定枝
保

管
大和市環境管理
センター

委託資源化 蛍光灯
廃羽毛布
団

売却（再生羽
毛化）

羽毛布団 衣料品等

生ごみたい
肥（処理
品）

異

物

除

去

・

保

管 大和市資源
選別所

乾電池 水銀灯
未利用食
品

保

管

・

リ

サ

イ

ク

ル

生ごみたい
肥（処理
品）

異

物

除

去

・

保

管 大和市資源選別
所

公共施設で活用 水銀灯 剪定枝
使用済み食
用油

インク原料

乾電池 草木類

売

却

・

リ

サ

イ

ク

ル
乾電池 廃木材 草木類

委託（ＲＰＦ
化）

蛍光灯 蛍光灯 未利用食品
綾瀬市
施設（堆肥）

水銀灯 水銀灯 剪定枝

綾瀬市リサイクル
プラザ・（仮称）
剪定枝リサイクル
センター

綾瀬市リサイクルプラザ：

委託（ＲＰＦ化）

（仮称）剪定枝リサイクル

センター：ペレット化

乾電池 乾電池 蛍光灯

水銀灯

乾電池

売却、リサイク
ル

海老名市資源化
センター

保

管

・

適

正

処

理

売

却

・

リ

サ

イ

ク

ル

民間施設

海老名市資源化
センター

売

却

・

リ

サ

イ

ク

ル

民間施設

座間市資源リサ
イクルセン

ター・第２資源
リサイクルセン
ター・民間処理

施設

民間資源化施設

【資源物】
売却、リサイク

ル

【残渣】
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設（発電）

委託（適正処
理）

現　　　状（令和５年度） 今　　　後（令和１３年度）

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

焼

却

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

焼

却

・

熱

回

収

発

電

・

リ

サ

イ

ク

ル

・

埋

立

焼

却

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

焼

却

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却

破

砕

・

選

別

・

圧

縮

・

焼

却民間施設

売

却

・

リ

サ

イ

ク

ル

大和市 海老名市 座間市 綾瀬市

売

却

・

リ

サ

イ

ク

ル

売

却

・

リ

サ

イ

ク

ル

保

管

・

適

正

処

理

海老名市資
源化セン

ター

海老名市資
源化セン

ター

座間市資源
リサイクル
センター・
第２資源リ
サイクルセ
ンター・

ペットボト
ルストック

ヤード

綾瀬市リサ
イクルプラ

ザ

保

管

・

適

正

処

理

綾瀬市リサ
イクル協同

組合

民間資源化
施設

保

管

・

適

正

処

理

リ

サ

イ

ク

ル

保

管

・

適

正

処

理

委託（適正処
理）

【資源物】
売却、リサイク

ル

【残渣】
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設（発電）

プラスチッ
ク

委託（ＲＰＦ
化）

売

却

・

リ

サ

イ

ク

ル

保

管

・

適

正

処

理

綾瀬市リサイク
ル協同組合

綾瀬市リサイク
ル協同組合

瀬市リサイクル
プラザ

【資源物】
売却、リサイク
ル、指定法人
（リサイクル）

【残渣】
高座クリーンセ
ンターじん芥処
理施設（発

電）・民間資源
化施設

指定法人（リサ
イクル）・委託
（再商品化）

委託(チップ化）

座間市資源リサ
イクルセンター

委託（適正処
理）



表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
(仮称）剪定枝リサイ

クルセンター

事業主体 高座清掃施設組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

木類(剪定枝)のリサ
イクルを行い、高座
クリーンセンターの
焼却量削減を目的と
している。

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 ペレット化

処理能力（単位） 3.6t/日

事業期間 R5～R10

竣工（事業完了）予定年月 令和11年3月

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

海老名市本郷308番の
一部

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

0.5～3.0ｍ未満

浸水対策 敷地の嵩上げ

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

○

プラ施設整備事業 －

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
－

要綱第５の２による交付
をうける予定の場合は、
施設減少数と対象市町村

増加数の合計
※以下の項目を記載

本施設整備にあたり
廃止する施設(処理対象市

町村名)

広域化・集約化後の処理
対象市町村数（処理対象

市町村名）

備考

11



表３－Ｂ　分散型資源回収のための整備事業

事業番号

施設名称

事業主体

工種

事業目的
（新設・改良等の理由）

処理能力（単位）

事業期間

竣工（事業完了）予定年月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

プラ施設整備事業

回収品目
（再生・処理手法：

再生材の用途）

回収量（t/年）

リサイクル率
（ﾘｻｲｸﾙ量／総排出量

×100％）

備考



表３－Ｃ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号

施設名称

事業主体

工種

事業目的
（新設・改良等の理由）

施設種別

型式及び処理方式

処理能力（単位）

事業期間

竣工（事業完了）予定年月

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

プラ要件化の経過措置

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合

余熱利用の計画

外部供給における利活
用の概要

CO2削減率
※改良事業の場合

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合

13



事業番号

施設名称

計画１人１日平均排出
量（g）

計画収集人口（人）

計画直接搬入量
（t/日）

計画年間日平均処理量
（t/日）

t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

災害廃棄物処理量
（見込み％）

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規

模で整備する場合

要綱第５の２による交付
をうける予定の場合は、
施設減少数と構成市町村

増加数の合計
（下記にその詳細を記

載）

本施設整備にあたり
廃止する施設
(対象市町村)

広域化・集約化後
の構成市町村数
（対象市町村）

備考

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載

14



表３－Ｄ　廃棄物運搬中継のための整備事業

事業番号

施設名称

事業主体

工種

事業目的
（新設等の理由）

型式及び処理方式

処理能力（単位）

事業期間

竣工（事業完了）予定年月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

プラ要件化の経過措置

プラ施設整備事業

関連する広域化・集約化
事業の概要

施設へのごみの直接持ち
込みの有無

取扱う収集品目

備考

15



表３－Ｅ　有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事業及びし尿処理施設の改良等

事業番号

施設名称

事業主体

工種

事業目的
（新設・改良等の理由）

施設種別

型式及び処理方式

処理能力（単位）

事業期間

竣工（事業完了）予定年月

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

CO2削減率
※改良事業の場合

処理する有機性廃棄物
※汚泥再生処理センター

を整備する場合

資源化の方法
※汚泥再生処理センター

を整備する場合

資源化物の利用方法
※汚泥再生処理センター

を整備する場合

堆肥の利用計画
※ごみ堆肥化施設を整備

する場合

飼料の利用計画
※ごみ飼料化施設を整備

する場合

計画処理人口及び面積
※コミュニティ・プラン

トを整備する場合

備考

16



表３－Ｆ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号

施設名称

事業主体

工種

事業目的
（新設等の理由）

埋立て場所

型式及び処理方式

処分場総面積

処分場埋立面積

処分場埋立容積

事業期間

竣工（事業完了）予定年月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

プラ要件化の経過措置

埋立期間

埋立開始（予定）年月

埋立終了（予定）年月

跡地利用計画

備考
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ①

関連する本体事業の番
号

1

事業名
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 高座清掃施設組合

事業目的
マテリアルリサイク
ル推進施設整備のた

め

事業概要 実施設計

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

プラ要件の経過措置 ○

プラ施設整備事業 －

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 ごみ焼却施設 じん芥処理施設 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設 粗大ごみ処理施設
マテリアルリサイ

クル施設
最終処分場

施設名
大和市環境管理セ

ンター
高座クリーンセン

ター
高座清掃施設組合 高座清掃施設組合

大和市環境管理セ
ンター

高座クリーンセン
ター

大和市最終処分場

施設所有主体 大和市 高座清掃施設組合 高座清掃施設組合 高座清掃施設組合 大和市 高座清掃施設組合 大和市

型式及び処理方式
ストーカー式、全

連続式
ストーカー式、灰

資源化方式
流動床式、全連続

燃焼式
流動床式、全連続

燃焼式
破砕・選別・圧縮 破砕・選別 管理型処分場

処理能力（単位） 450t/日 122.5t/日×２炉 150t/日 200ｔ/日 80ｔ/5H 14ｔ/5H 61,385㎥

エネルギー回収の有無 有 有 － － 無 無 無

竣工年月 H6.3 H31.4 S59.4 H4.4 H6.3 H31.4 H3.4

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定 H31.3廃止 H31.3廃止 未定 未定 未定

施設所在地 大和市草柳3-12-1 海老名市本郷1-1 海老名市本郷1-1 海老名市本郷1-1 大和市草柳3-12-1 海老名市本郷1-1 大和市上草柳46-1

想定される浸水深 -
浸水深0.5m～3.0未

満
0.5m～3.0ｍ未満の

浸水想定区域
0.5m～3.0ｍ未満の

浸水想定区域
-

浸水深0.5m～3.0未
満

-

浸水対策 浸水想定区域外

施設は4mのかさ上
げがされている。
周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく
なった場合は、別
ルートからの臨時
搬入路を通じて搬
入が行えるよう整
備されている。

施設床高が浸水区
域から＋2.0ｍあり
土嚢多段積みで対
応

施設床高が浸水区
域から＋2.0ｍあり
土嚢多段積みで対
応

浸水想定区域外

施設は4mのかさ上
げがされている。
周辺道路の浸水に
より施設へ廃棄物
が搬入できなく
なった場合は、別
ルートからの臨時
搬入路を通じて搬
入が行えるよう整
備されている。

浸水想定区域外

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件
跡地利用の解体 跡地利用の解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

R5.6 R5.6

完了（予定）年月
R8.10 R8.10

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1 1

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 水処理施設

マテリアルリサイ
クル推進施設（リ
サイクルセン

ター）

マテリアルリサイ
クル推進施設（リ
サイクルセン

ター）

マテリアルリサイ
クル推進施設（リ
サイクルセン

ター）

マテリアルリサイ
クル推進施設（リ
サイクルセン

ター）

マテリアルリサイ
クル推進施設（リ
サイクルセン

ター）

マテリアルリサイ
クル推進施設（リ
サイクルセン

ター）

施設名
高座クリーンセン

ター
資源化施設（資源

選別所）
大和市環境管理セ

ンター
海老名市資源化セ

ンター
第二高齢者生きが

い会館
座間市資源リサイ
クルセンター

座間市第２資源リ
サイクルセンター

施設所有主体 高座清掃施設組合 大和市 大和市 海老名市 海老名市 座間市 座間市

型式及び処理方式 固液分離方式 選別・圧縮・保管 選別・圧縮・梱包 選別・保管 再生 選別・保管 選別・圧縮・保管

処理能力（単位） 48kl/日 4.5ｔ/5H 4.5ｔ/5H 25.6ｔ/5H － 35ｔ/5H 21.25ｔ/日

エネルギー回収の有無 無 無 無 無 無 無 無

竣工年月 Ｈ26.4 H5.12 R1.7 37043 H31.4 Ｈ26.7 H27.10

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

施設所在地 海老名市本郷1-1
大和市上草柳563
－11

大和市草柳3-12-
1

海老名市大谷南5-
7-27

海老名市杉久保北
2-1-10

座間市小松原1-
45-16

座間市新田宿2216

想定される浸水深
浸水深0.5m～3.0未

満
- -

0.5m未満の浸水想
定区域

0.5m未満の浸水想
定区域（ただし、
一部箇所で3m未満

あり）

- ３ｍ

浸水対策

過去において、元地
盤11.50m地点まで浸
水が確認されている
ため、施設は13.0mま
でかさ上げがされて
いる。周辺道路の浸
水により施設へ廃棄
物が搬入できなく
なった場合は、別

ルートからの臨時搬
入路を通じて搬入が
行えるよう整備され

ている。

浸水想定区域外 浸水想定区域外
土嚢設置対応

3m未満箇所にある
物は、0.5m未満の
場所へ移動。0.5m
未満の場所につい
ては土嚢設置対応

浸水想定区域外

浸水等で施設の利
用ができなくなっ
た際は、地域防災
計画及び災害廃棄
物処理計画等に基
づき、浸水可能性
のない、ブロック
内別施設で処理予

定

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 社会福祉施設

マテリアルリサイ
クル推進施設（リ
サイクルセン

ター）

施設名
座間市生きがいセ

ンター
綾瀬市リサイクル

プラザ

施設所有主体 座間市 綾瀬市

型式及び処理方式 再生 再生

処理能力（単位） － －

エネルギー回収の有無 無 無

竣工年月 H16.6 H12.7

廃止又は休止（予定）年月 未定 未定

施設所在地 座間市東原2-16-10 綾瀬市吉岡1643-1

想定される浸水深 - -

浸水対策 浸水想定区域外 浸水想定区域外

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和5年度 目標　: 令和13年度

人口 構成比 人口 構成比

568,346 94.3% 577,069 96.2%

0 0.0% 0 0.0%

12,018 2.0% 16,168 2.7%

580,364 96.3% 593,237 98.9%

17,249 2.9% 6,152 1.0%

5,222 0.9% 362 0.1%

22,471 3.7% 6,514 1.1%

602,835 100.0% 599,751 100.0%

1,854 780

12,220 8,772

14,074 9,552

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）
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（２）各構成市町村の生活排水処理に関する現状と目標

人口 構成比 人口 構成比

231,926 95.3% 237,760 95.3%

0 0.0% 0 0.0%

5,429 2.2% 6,223 2.5%

237,355 97.6% 243,983 97.8%

5,623 2.3% 5,415 2.2%

274 0.1% 142 0.1%

5,897 2.4% 5,557 2.2%

243,252 100.0% 249,540 100.0%

631 310

2,725 3,022

3,356 3,332

人口 構成比 人口 構成比

132,461 94.5% 135,997 97.4%

0 0.0% 0 0.0%

4,544 3.2% 3,605 2.6%

137,005 97.7% 139,602 100.0%

3,030 2.2% 0 0.0%

135 0.1% 30 0.0%

3,165 2.3% 30 0.0%

140,170 100.0% 139,632 100.0%

415 103

2,959 1,636

3,374 1,739

人口 構成比 人口 構成比

125,765 95.2% 123,902 95.7%

0 0.0% 0 0.0%

1,227 0.9% 4,724 3.6%

126,992 96.2% 128,626 99.4%

4,906 3.7% 737 0.6%

177 0.1% 71 0.1%

5,083 3.8% 808 0.6%

132,075 100.0% 129,434 100.0%

280 94

3,018 2,558

3,298 2,652

実績 目標

令和5年度 令和13年度

令和5年度

令和13年度

目標

実績

実績

目標

令和5年度

令和13年度

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

大和市

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計（キロリットル）

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

海老名市

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

座間市

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）
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人口 構成比 人口 構成比

78,194 94.3% 79,410 97.9%

0 0.0% 0 0.0%

818 1.0% 1,616 2.0%

79,012 95.3% 81,026 99.9%

3,690 4.4% 0 0.0%

227 0.3% 119 0.1%

3,917 4.7% 119 0.1%

82,929 100.0% 81,145 100.0%

528 273

3,518 1,556

4,046 1,829

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

綾瀬市

実績

し
尿
・
汚
泥
の
量

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）

目標

令和5年度 令和13年度

処
理
形
態
別
人
口

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）
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（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

生活排水処理については、引き続き、市街化区域での公共下水道の整備、下水道の整
備が当分見込まれない地域での合併処理浄化槽の普及を進めていく。
また、し尿及び浄化槽汚泥については、現在、大和市が公共下水道終末処理施設で処
理し、高座地域が高座クリーンセンター水処理施設で処理を行っている。
今後、大和市においては現状と同様に公共下水道終末処理施設で処理し、高座地域に
おいては、現状と同様に高座クリーンセンター水処理施設で処理する。

生活雑排水未処理世帯及び公共下水道への接続が困難な世帯を対象に、合併処理浄化
槽の普及を促進するため、広報、啓発活動を行っていく。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 2 3

事業主体 海老名市 綾瀬市

事業名称
浄化槽設置整備事

業
浄化槽設置整備事

業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和５年度）
768基 1基

処理人口（人） 4,925人 7人

整備計画

整備計画基数（基） 5基 10基

整備計画人口（人） 35人 70人

事業期間
令和８年度～
令和１２年度

令和８年度～
令和１２年度

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

大和市では、一般廃棄物収集運搬許可業者及び事業者自らが大和市環境管理センター
へ一般廃棄物を搬入する際、処理にかかる費用と同程度の手数料を徴収しており、今
後も継続する。
　また、事業系一般廃棄物の処理に関する手数料の額について、適正な額であるかど
うかを定期的に検証する。
　高座地域では、組合に搬入される事業系一般廃棄物については、処理する際にかか
る費用と同程度の手数料を徴収しており、今後も継続する。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

再生利用品の需要拡大、環境学習や普及啓発の取組を行う。

施策内容については以下を参照
一般廃棄物処理基本計画（大和市）
第３章ごみ処理基本計画　第５節目標の実現に向けた施策（令和７年１２月現在策定
中）
一般廃棄物処理基本計画（海老名市、座間市、綾瀬市、高座清掃施設組合）
１４８ページ～１５６ページ

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律に則ったプラスチック資源の分別
収集及び再商品化については、今後コストや環境影響等の情報収集を行い、財政状況
等を踏まえながら分別収集・再商品化を行う。
また、市民がプラスチック使用製品の使用を合理化し、プラスチック使用製品廃棄物
の排出を抑制するよう、啓発・情報提供を行う。

　大和市では、ごみの減量化・資源化等を目的に、平成18年7月から家庭系有料指定ご
み袋制度を導入しており、今後も有料化を継続する。
　海老名市では、ごみの減量化等を目的に、令和元年9月30日から家庭系ごみ一部有料
化及び戸別収集を導入しており、今後も継続していく。
　座間市、綾瀬市では、生活系ごみ有料化及び戸別収集に関する情報収集及び分析等
を行い、今後も研究・検討を行っていく。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

大和市では、火災事故等を未然に防止するとともに市民の利便性向上のため、平成31
年４月よりリチウム蓄電池を含む充電式電池の戸別回収および一般社団法人JBRCへの
引渡しにより適正処理を行っている。
全地域で、火災事故等を未然に防止するため、リチウム蓄電池の適正な排出方法等に
ついて、周知啓発を積極的に実施する。
併せて、資源化等の適正処理について、引き続き検討を行っていく。
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　大和市、海老名市、座間市、綾瀬市では、大震災や台風、豪雨等の自然災害、大規
模な人的災害等により発生する災害廃棄物を適正かつ円滑・ 迅速に処理し、生活環境
の保全・公衆衛生の確保、早期の復旧・復興を実現するために、災害廃棄物処理計画
を策定している。
　今後の災害時の廃棄物処理については、各自治体の地域防災計画、大和高座ブロッ
クごみ処理広域化実施計画等を踏まえ、大和市と高座清掃施設組合において、相互協
力を行い、より効率的な処理を行うとともに、神奈川県、近隣自治体とも連携し、災
害時の廃棄物処理体制の確保を図る。

　　キ　生活排水対策

河川等公共用水域の浄化対策及び浄化槽の適正な維持管理等を推進するため、広報、
啓発活動を積極的に行っていく。
（ア）家庭における浄化対策の促進
　市民に対して、生活排水対策の必要性についての啓発を行っていくとともに、広報
等により家庭で誰もができる「家庭での浄化対策」を推進していく。
（イ）浄化槽の適正な維持・管理等に関する啓発
　市民に対して、浄化槽に関する正しい知識や、適正な維持管理の必要性を広報等に
より啓発していく。また、浄化槽維持管理業者に対しては、適正な保守点検を行うよ
う啓発していく。
（ウ）合併処理浄化槽の普及促進
　生活雑排水未処理世帯及び公共下水道への接続が困難な世帯を対象に、合併処理浄
化槽の普及を促進するため、広報、啓発活動を行っていく。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　本地域は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に
応じて、本地域、神奈川県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、見
直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめた時点で、速やか
に計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。
　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるもの
とする。
　なお、計画の進捗状況、社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直す
ものとする。
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

2,748,766 1,243,150 2,342,857 977,232 26,832 285,120 665,280 0 0

1
高座清掃
施設組合

3.6 ｔ/日 R5 R10 R5 R10 2,748,766 1,243,150 2,342,857 977,232 26,832 285,120 665,280
全体の事業期間はR5～R10
海老名市、座間市
綾瀬市、R5～R8は廃炉解体

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

75,784 32,560 62,774 28,094 28,094 0 0 0 0

①
高座清掃
施設組合

R4 R8 R4 R8 75,784 32,560 62,774 28,094 28,094 海老名市、座間市、綾瀬市

廃棄物運搬中継のための整備事業

有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事
業

し尿処理施設の改良事業等

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

マテリアルリサイクル推進等のための整備事
業

（仮称）剪定枝リサイクルセンター整備事業

エネルギー回収等のための整備事業

分散型資源回収のための整備事業

適正な最終処分のための整備事業

計画支援事業等

施設整備に関する計画支援事業
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

4,470 4,470 894 894 894 894 894

2 海老名市 R8 R12 R8 R12 4,470 4,470 894 894 894 894 894

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

5 基 4,470 4,470 894 894 894 894 894

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

8,940 8,940 1,788 1,788 1,788 1,788 1,788

3 綾瀬市 R8 R12 R8 R12 8,940 8,940 1,788 1,788 1,788 1,788 1,788

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

10 基 8,940 8,940 1,788 1,788 1,788 1,788 1,788

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

2,824,550 1,289,120 2,405,631 1,018,736 57,608 287,802 667,962 2,682 2,682

内
訳

合     　　計

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

内
訳

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業
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目標

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

①総人口（人） 594,052 597,582 598,426 600,057 602,404 602,765 602,424 601,941 601,327 600,574 599,751

②事業系ごみ排出量
（トン）

33,159 33,372 33,378 32,317 28,178 26,947 25,725 24,503 23,284 22,070 20,861

③生活系ごみ排出量
（トン）

127,496 124,108 120,070 117,780 122,897 121,766 120,732 118,985 117,547 116,096 114,952

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

416 405 391 382 383 374 366 357 348 340 331

その他排出量
（トン）

397 344 246 204 404 387 373 356 345 334 324

⑤総排出量
（トン）

161,052 157,824 153,694 150,301 151,479 149,100 146,830 143,844 141,176 138,500 136,137

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

743 724 702 686 689 678 666 655 643 632 620

⑦総資源化量
（トン）

50,225 48,713 46,291 46,045 51,714 52,041 52,520 52,584 52,690 52,875 53,203

⑧埋立最終処分量
（トン）

934 1,236 1,149 959 833 823 813 802 792 781 772

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

37,364 35,834 34,490 34,199 38,737 39,409 40,117 40,571 41,120 41,660 42,313

年間日数
（日）

365 365 366 365 365 365 366 365 365 365 366

指標・単位

過去の状況・現状 予測

一般廃棄物の処理の実績と予測
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397 344 246 204 404 387 373 356 345 334 324 

127,496 124,108 120,070 117,780 122,897 121,766 120,732 118,985 117,547 116,096 114,952 

33,159 33,372 33,378 32,317 28,178 26,947 25,725 24,503 23,284 22,070 20,861 

161,052 157,824 153,694 150,301 151,479 149,100 146,830 143,844 141,176 138,500 136,137 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

50,225 48,713 
46,291 46,045 

51,714 52,041 52,520 52,584 52,690 52,875 53,203 

934 1,236 1,149 959 833 823 813 802 792 781 772 
0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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594,052 

597,582 
598,426 

600,057 

602,404 602,765 602,424 601,941 
601,327 

600,574 
599,751 

588,000

590,000

592,000

594,000

596,000

598,000

600,000

602,000

604,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

416 405 391 382 383 374 366 357 348 340 331 

743 724 702 686 689 678 666 655 643 632 620 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）
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目標

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

総人口（人） 594,052 597,582 598,426 600,057 602,404 602,765 602,424 601,941 601,327 600,574 599,751

563,994 568,264 568,346 570,343 576,592 577,841 578,531 578,631 578,418 577,786 577,069

94.9% 95.1% 95.0% 95.0% 95.7% 95.9% 96.0% 96.1% 96.2% 96.2% 96.2%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

19,788 19,356 18,793 18,255 17,395 16,896 16,220 15,963 15,859 16,015 16,168

3.3% 3.2% 3.1% 3.0% 2.9% 2.8% 2.7% 2.7% 2.6% 2.7% 2.7%

未処理人口（人） 10,270 9,962 11,287 11,459 8,417 8,028 7,673 7,347 7,050 6,773 6,514

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

汚水衛生未処理人口

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

過去の状況・現状 予測

10,270 9,962 11,287 11,459 8,417 8,028 7,673 7,347 7,050 6,773 6,51419,788 19,356 18,793 18,255 17,395 16,896 16,220 15,963 15,859 16,015 16,1680 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

563,994 568,264 568,346 570,343 576,592 577,841 578,531 578,631 578,418 577,786 577,069

594,052 597,582 598,426 600,057 602,404 602,765 602,424 601,941 601,327 600,574 599,751
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

未処理人口（人）
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対象地域図

座間市

海老名市

綾瀬市

大和市



計画地域内の施設の状況（予定含む）

座間市

海老名市

大和市

綾瀬市資源化ｾﾝﾀｰ

（リサイクルセンター）

資源ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

（リサイクルセンター）
資源選別所

（リサイクルセンター）

最終処分場

環境管理センター

ごみ焼却施設

粗大ごみ処理施設

容器包装ﾌﾟﾗ圧縮梱包施設

（リサイクルセンター）

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ

（リサイクルセンター）

高座クリーンセンター

じん芥処理施設

マテリアルリサイクル施設

水処理施設

(仮)剪定枝リサイクル

センター

第2資源ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

（リサイクルセンター）

生きがいセンター

◎

第二高齢者生きがい会館
（リサイクルセンター）



一般廃棄物処理基本計画（海老名市・座間市・綾瀬市・高座清掃施設組合）



















海老名市 合併処理浄化槽設置整備事業対象地域図

：合併処理浄化槽整備区域



綾瀬市 合併処理浄化槽設置整備事業対象地域図

：合併処理浄化槽整備区域
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